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 本報告書の目的は、子どもの自主的な行動をめざした学級づくりの可能性を分析するこ

とを目的とする。具体的には、「発達障害」の Mとその周りの子どもに着目し、行動の変

容と学級づくりの関係性を記述する。

調査は、実習校 A小学校で、筆者が６年生の学級経営や道徳教育などの実習を経験する

なかで実施された。

本研究では、子どもの行動の変容と学級づくり研究するが、こうした関心は実習の中で

えられた。実習を通して、子どもの不安定な人間関係が観察されたが、その背景には子ど

もの「心」の問題ではなく、「行動」の仕方にあることが伺えた。そのため、発達障害のM

と周りの子どもを事例に、子どもの関係づくりの変容と学級づくりの可能性を検討した。

分析の結果、次の３つである。１つ目が Mの行動の変化であり、２つ目が Mの周りの

子どもの行動の変容、３つ目がその変化を促す X教師の学級づくりがである。


